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日日米米大大学学連連携携にによよるるググロローーババルル・・シシテティィズズンンシシッッププ育育成成のの理理論論的的研研究究とと開開発発  

 

研究者 東京大学教育学研究科 教授  福留 東土 

 

〔研究の概要〕 

 本研究は、スタンフォード大学と東京大学とが協働し、近未来のグローバル社会を担う人々を育成するための異

文化間理解教育、およびグローバル・シティズンシップを育成するための理論的研究を行い、並行して教育プログ

ラムの開発と実践を行うものである。本助成による 1 年の研究期間を通して、主に以下の 4 点にわたる成果を上げ

た。①両大学の交流を通した大学の国際化の推進、②異文化間理解教育、およびグローバル・シティズンシップの

育成に関わるコンテンツの開発と実践、③大学教育における多様性と包摂性の理論的・実践的検討、④異文化間

理解を含めつつより広範な創造性・協働性の育成に関する大学教育の理論的・実践的検討。 

 

〔研究経過および成果〕 

 概要で述べた 4 点の成果について説明する。 

①① ススタタンンフフォォーードド大大学学とと東東京京大大学学のの交交流流をを通通ししたた大大

学学のの国国際際化化のの推推進進：：  

 研究代表者が所属する東京大学教育学研究科とス

タンフォード大学 SPICE（国際・異文化間教育プログラ

ム）とは 5 年ほど前から継続的に交流と共同研究を進

めてきた。日本の大学にとって国際化の成果とは、海

外大学と競争し、それに伍す研究成果を生み出すこ

とと捉えられる傾向がある。その重要性は否定できな

いが、そうした近視眼的視点が、国際化が生み出す

他の効用を見落とす要因になってきた。本研究の基

礎にあるのは、異国の研究者が相互の違いを理解し

つつ、共通の問題関心に立って友好的関係を結ぶこ

とである。そして、それによって形成される研究ネット

ワークに多くの研究者、特に若手研究者を参加させ、

友好・協働を持続的なものとすることが重要である本

助成を通して強固になった研究プラットフォームはそ

の存在自体が価値を持つと言える。 

②② 異異文文化化間間理理解解教教育育おおよよびびググロローーババルル・・シシテティィズズンン

シシッッププのの育育成成にに関関わわるるココンンテテンンツツのの開開発発とと実実践践：：  

次に、上記プラットフォームに何を乗せるか。本研

究のテーマであるグローバル・シティズンシップの育

成、そしてそのために必要な異文化間理解教育のコ

ンテンツが重要であり、本研究でその開発と実践を行

った。SPICE では、関連する教育コンテンツを膨大に

蓄積しており、その一部を教育プログラムとして実践し

つつ、日米の視点から議論と検討を行った。具体的

なコンテンツとしては以下が挙げられる。 

 歴史教科書の国際比較：特に戦争に関わる各国

の教科書記述の内容分析 

 東西の異文化を乗り越えた日系アメリカ人、およ

び中華系アメリカ移民の苦難の歴史 

 大学・学校カリキュラムの西欧中心主義と多文化

主義の葛藤とバランス 

 東西文化の交流および結節点としてのシルクロ

ードの文化的・経済的・歴史的意義 

以上はこれまでに SPICE が教育界に提供してきた

教育コンテンツの一部に過ぎず、今後、他のコンテン

ツについても検討を重ねたい。 

【助成 41-44】
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③③ 大大学学教教育育ににおおけけるる多多様様性性とと包包摂摂性性のの理理論論的的・・実実

践践的的検検討討：：  

 本研究テーマに深く関連するのが、日本の大学で

近年重視されるようになった多様性と包摂性である。

多民族国家の米国ではこの点について長い議論、お

よびその変容の歴史がある。2020 年代以降だけでも

BLM の高揚とその後の反動という大きな変化がみら

れる。この実態について複数の研究成果を発表した。 

④④ 広広範範なな創創造造性性・・協協働働性性のの育育成成にに関関すするる大大学学教教育育

のの理理論論的的・・実実践践的的検検討討：：  

③の観点を含めると、異文化間理解教育はより広

い観点から創造性・協働性の育成に繋がるものとなる。

スタンフォード大学での交流から生まれた研究ネットワ

ークと知見を元に同大学での高等教育の実践につい

て多角的な観点から研究し、成果を発表した。 
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